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MasayukiⅠIAM:AT)A,Tamko,SASAEAWA皮Miioru oⅠIZVO 1948./
Correliti071bctwccnthechemicalconstitutionan･dLthcinsecticidalactivity.SituhdaiF.iico;natt:de

aromaticcompollnds･Ⅰ･DDTanditsrelatedcompounds･LBoEylLIKagakulO:9-16

(withEutglishfesu,n-6,p･19)., ､

芳声族ハロゲン化合物の化畢構造と殺虫作用に関するぬ ･第 1報I

LDI'T及び.%の近藤化合物に就く甥ノ1) ,･i
添 田 昌 之ふ笹 川 田 鶴 卓 一大 取 除 ＼-

(凍都大賢化毎研究所武居研究豆) ＼ /A

Il .

:招 .論 ､

･天然及呼 郎 虫刑の化劉 経過に関しては従苑/

相常多 の々研究があるにも拘らず,それ等はい,ず
れも断片的の個々のもbであって一定の方針の下

に系統的に行埼れたもの埠殆どない･此の稜の研

::-三票三 三 ?::;;Il-:-:-I-= 1-1{=:二 三.i

の封解となる昆虫の柾耕個体の差異による個性差

が甚だしく殺虫数巣が備異な一次元的なものとし

て表現出来ない事である･ ･' f

然るに最近 Z)DTや G8蕪 Ⅹanc,等の強力な

新合戯 虫軸 噌 墾 れ即 慣用に供亘られる笹
挙り,_併せて I)DTの殺虫効力の望見者で蘇るII
I･auger等に依る′｢天然産及び薪合成殺虫剤の梼
造･t綜作用について｣なる論コ蒜 於七化畢稲造と . }

殺虫力の関係が詳細に論述されるに畢タで,この一′
問題が新た.に世人の注目を浴びる株になった･ノ .

ここk於て著者等も/この化笹構造と殺虫性に関

して系統的に数多くの物質を合成し,'Eれ等の化/

合物の殺虫フ柁 比較埠討する義に如 七両者の肌

に存在す早韮本的な法見物 竃見に努力し併せて今 ･

後今成殺虫和の恥 バ きま痛 に封ヂろ癖 を得た
いと宅へて*研究に7gLFf干した次節であ'る･

この日的のESk:我々はますpDT,Ga甲m?･Y甲e/

節の効力な合成殺虫用の屈して居る芳香族-｡■ゲ

シ化合物に就いて痢究を行ふ0'が五徳と宅-盟素/
化合物を主とする刀香放-ロダン化合物を系統的.

IPC5'投合成して系統的に相離れた故柾薪の音虫に .

/ い L l
■′l

ナ＼

･昭が 3年5月甲 受付､/

J

?vlて殺虫試投を新 しその結果を検討す予琴丘∫
依って化昏構造と殺虫力の問に存在する法則を完 ,

明せんとtJた･ , ぐ､.

本報缶に於てはDI)T即ちI)ichlorodipllenyl一 汁

trichLoromctl)ylmcthtlOを基準化合物として,

こ蕗と近縁の化商 鹿 を有する化合物1職 質を合 Q
成し,とれ等の化合物をナ.シダンパイム■シ (Ste-

phanitis血shilĥKrCtT人血7-i),▲ダンゴムシ/./
-(Ar主刑dillidium vulgzlrCL̂TR.), コクゾウー

(calandraoryzLqC＼L･)0.三位:HのfTE虫につい

,{役虫試漁を行ひ, 又ヒメマルカツヲブ シや.て

(An thrtcnu,vc,bac呈i ,)･忙ついては羊毛蝕等l

防汝試陳を行ってこれ等の試政治史を綜合して化

笹樺迫と殺虫力ゐ関係を検討した･
＼∫

以下先づ各化合物の合成方法を略記し次に宋ゝ r

lの虫についての殺虫試験方法及び試野結果を記述

L長後にその結月ほ 綜合し7:結論を述べる･-

本研究を御扶助いた いゞた%･研究史塩物部門の

松本混成.･長洋紙天頂氏に心から静穏申上げる･
､叉研究代は3tiB･,H科母試験研究盛及び農林省委託

研究班に依った･此塵に併記して謝意を豪す>D･
･′_

1)DI)T (β･β･β-Trich'lorL-α.α-his-(4-chlor-＼､軍).
phehyL)･athan)q合成

＼

2-cl; ∈∋ +車 3･tCioFBI

c′1-9 / /cc;I:◎ .cl･.I
l . ＼

′ 9
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ChlorobenzenelOgとChloralanhydride′

8･6gと√の混今如 韓々に率硫酸iopcをL町 登校

して数時間振汲すると徐々に精鋼な塊少七なって

浮遊するに去るこ 約4海 商踊 率永水中にそ}i･

官給桐固化物を洗降せしめh'のち取回傾斜洗渡すr

る･.その後固隼を泣集して乾燥後酒精又は木精か

ら=乃重三回再結すると無色針状融点tlO7:5-'

･ユ080の結晶を得るt. I.1 . ,
- ノ

収丑 6g,(理論埠畳の88%) ′'

㌔,物質(mg)COB(mg)!ⅡzO申g)'C(%)I(%))
3.1LJ4 5:556二 0.793 47.43L2.78

′一
了 2.09O ･8.014 0こ490: 47:162･62 ･'＼
.(C.1:C凡 ).甲 ･eCl3(M=東 .5)47.89 2.64L..

2)I)ichlorodiph甲yld坤 loroethyleムe.-

I ･-(β･β二i)lIchldr十 ･¢-his(4二chlor-phenyl).■ヽ l
T;昆thylcn)の合成 ー

下 盛 ,-cctT ⑳ -cIK33I

号∴ Jl⊥◎ 孟 ⑳ ･'fil.予 ∴

､､＼苛性加曳10g水6cc酒精50ccよりなる酒精加/
･里中にI)DTIOgを加へて逆流冷却器を附L'て6

-時間跡嘩せしめた後泡相を迫ひ水中に注ぐと洗濯ヽ

･j＼を生ずるからこれを酒fHZ,b=回雫結する･t無色,
I(･鱗片状又は塩形枚恥 融点 88÷890の結晶を得

る･牧丑＼7g樫 論の77%)～＼
物質(mg)CO;(mg)HIQ(甲g)q%)Pt%)

二.2･925..6･725‥0･699･-53･872･67)t･
- (cl･C.tI一)JC=GClt(M〒318)62.84 盲.53′∴

､､詰馨 .禁 b?iC87y(14ClthOLr.0,7;thheynly7忠 _Jl

l

l . '∴ - ~ ､.
･の合成

2Cl一宅∋ +CⅡ1.61･CHOF讐 一 .

dl一撃 諾 e q

J帝精の盟素化に依って得た Monochl中o批et･㌔
AldchJ.dcに神宮する溜分,0･5gqp･850)にChlo･f
robcnzcnelgと濃硫酸 20ccを加へて20時間放

逸後反甲吟 放物を陛 撃 てK'燥鞭 扇 らゝ碓
すると板状の結晶を得た･融点108-11101枚丑

io工 . / I, I ＼ ∫

/ ､ 十

辞 1仇蚊 ' ､ i I

ノ0･1g(倍やi示純と蕃↑ら咋るので元岳分析に臥

苧す)･･ -
.4)Di頑 orodiphedyldl･chloromethylmcthine
ノ.(β･β⊥T)ichlor-- -bis(4二やlor-'phenyl)-
athaL)の合成

1

;cli-9 .cECl:tHO讐

Lll

＼ ノ
ヽ l

/ L /

cl◎ -Cl.I-･∈ ≫czl:.㌔
CE･Cl; ＼

■ヨi

･LL.･酒精に選素を通人L-Ti得た Dichtoioacetalノを.-/

汲硫酸由 に轟溜すると Dichlor車重 Idehyde

壷得8'･ 七の Dichloroacetaldehyde}･6g.と＼
C坤 robenzepd8g.及び浪硫酸 20ctを混じ七戸4

時間振返した後与れを永中に注いで得た結晶を酒 `/

物質(JPg)toュ(mg).Ⅱ,0(n,g)Ic(%)II(%)

8｣740` 7.180 1.065.52.86 3.19 ㌧,＼

(cIC凡 )2CII･CEcl!(M=820)52.63I3.14I

.5)DI'chlムrodiphcnyltetrachlorQe,th?ne(aてβ.

.仁 聖 や r_a聖 -- -his(41ChJorJPhenyl)-
五t卑an.)の合成

cl-◎ 十 色 -cICii立- / CL<lz .～

;I-S i:cdCEf･hS ic-h 三Li･d hyleie,lgL Jーt-｡ _ l

.～

をChlorOfdr品に溶かし七濃厚砕波を作りこれに ,杏ヽ

乾燥遼東ガ不を約'T一時間通人LChlordEorm払迫 ･

って酒精に溶曝して放監すると森々に結晶を生す l

ち:･これを酒精から槻 fると融点90-91｡の無 ,こ

色立方体の結晶を得る･-収率:0･8gシ
-物質(zng)COB(mgJH20(mg)C(%)Ⅱ㈲､

･3･叩 .､畠;3188∴0＼600,.41.98 1T92∫'I(cl･CCfI.),qCl･CCIS(M=±889)43.22 2.071 I

㌦上申分析値は計昇値と神宮相知 芋 居るが原将 ､

? 2)㌧与坤 の結界明らかに融点醸下を革して屈 '1･一号I I1

少患そら管由不蕗な鮎 老?られ盲･.
6)･.Djch.Lorod･'ph昌ny如ethylmet叫e(4: 4- ～
二●ノBis-(4-chlor二ph甲yl)-athan)の合成

2C.-宅∋ +中 海 警

ll

l / 一

二t'!一
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C1-◎ 十F.中 一･e TCl
､ CE3 ･'

盟酸オスを飽和した Chl'or'obenzr6nelOOccに

無水盟化アヤミ主ウム60gを加-て水冷投搾しっ■

iChlorlobcnzcnc-oocLcとAcctaldchydc16gの混

合物を徐々に滴下し,問に充分投拝して反感を完

痕せしめ水洗耽れ て ?_hl?rムb占n'Z'C鵜 沼去L-〉
た後170-1750/11甲m･に於て目的物を溜出した.

淡茸色の船岡な液休･ ?
牧丑 8.6g/ げ

l 倍との物質は次の様な反藤に依づても好牧丑で

∴ 淘 られる･.･√ ､/

/∴ 2占1-◎ _.申 icHCl誓 い :
･-C7=6 -lC.Hl-∈≫ -cl

､CI131 ノ

･Accta1dchydcと五断 ヒ燐q)反感に依づて得 た

EthylidenechloridelOgとClhlorobenzenelOOcc･
､との浪合物を捷拝し?i無水矧 ヒアル ミナサム

20gを徐々に添加し反感完7後水中に注ぎ分液晩

節後退封の-bPnZcneを迫ひ城壁茶潜に附すa･･と

168-1740/liz- に放て淡黄色の液体かb溶出す
る̀･牧丑 15g

七の物質は文献に記載なく又元素分析も経て居 ･

二･患いので確定的ではないが,◆上述の=つ?反感で

同一沸点の物質を得たから恐らく目的物と老J<ら

.れる･ ＼､ /

l
･7)D.'phehyltr.'chlorozd hyhethane(e･β.8-.～

･Tr.'C叫r｣- ･piphcnyト昆tbや)の合成 t

∩ ..'.-I-2r.◎ -･,CCT示 oHLoi,､ ′r' ､ ＼∫

･､e3葦 笹｢ ノ了
DpT合成の場合と同様に.BezlEeZle･16gと

chlorA11年g及び也嘩酸 60ccを時々加温しっ1.

….lT-0;≡盲≡三三 ≡三≡芸 三三…二芸 ;_.

.籍すると目的物を得る;'融点63-640収丑8g

(女献の嘩点は64｡くユ))I ) ､ヽ

I ･8).Dibromodithenyltrl'chloromcthylnc叫 ne ､
･(β･β･β-TrichlorTi..L8-biョ(4-brom-phenyl)-

athan)の合成(ら)＼I) ,

? 'k.rI
l ･ヽ

l
′

2BT-∈ ≫1●tcclaC道 警 .-.,I

l

IBroinot,enZene,15gChlora17･5g及び濃琉敢

70Cとの況合物を時々加温ti乍ら約30時間振近し

て後水中に注いで出来た沈澱を熱湯や洗渡した後｡/
二乾痕する･次にと,0.固体から熟酒離 不琴部殖

∴ 除き清掃工二テル廟夜か'ら再結する事に堺って自

L的物を得た,･.h点143声 440の針相 即 一
･牧童 6.5g .′ ､ -.

物質(mg)iCol(ng)/1Ⅱ,o(n!g)C(%ト珂%)I
8･960 5･声62㌦,'0.738I38･812･09̀

(広cCTI･)!CFC?13(聖 413･?)38･09 2･'r

9)?pi:iBO.deT31fihcehn慧 h:_oi;sT諾_岩imlepthh:Ann;1):.･
.昆than)の合成 ､

∴ 21.昏 十cc.icHOI聖 l.㌔

1I'.a:b空 篭7.3.e g'/芸 濃垂 7二三I

7,の混合物を博々加温しっ 如ゝ 0時間振遼する･夷

にとれを水中に注ぐと桃色の牛固体とな′る･この

ものから沼南,エーテル嘩 混液に嘩って抽出し

転部如 更に一度こ?況液から碓 して.日的琴を
･得た･針状結晶融卓チ78-174〇･,牧丑2g･ I

'' 物資(mgnC0品 g)●Ⅱ!o(tn.g)C(%)E㈲
3.1082 3.565 0.543 81.84 1.97,

-＼くⅠ･C.ff.),cII･qCl.(M主由7.5)81.26 1.68
･r10),as,sym-Diphenyletlm 6 (- -Diphtcnyl･
二 五thn)､の合成
I . I A

､2 ･@ '甲 CHb誓 ､@-CII-包､ I

, や - , U
Benzene幻伽Cに無水壇化テルミ･′105gを加へ.
＼七蒜 に盟酸ガ元 飽れ ik'冷鎗拝しつ■⊥-BFn･

.2甲e70ccLとAc.etaldeやyd.e30gの混液を滴下反

廠せしめた後これを水中に注いせ生-3;る油厚を分

､液牧水･ Beh妄eneを追払汝璽蒸潜すると 132-

1420/12mmに於て目的物を得る.淡黄色液体,
牧丑27g･(文献の執点呼268-2700/760mふ;1由',1

1 1

＼
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I⊥/12m甲!))､
･.]1)Tctr叫 loro･dl'phe血ylethane(d･α-Bis(Ⅹ･Ⅹ-
､dic･hlor-phe苧yl)-ithan)の合成･● ノ

' cB '1

葺qBe l:rC.Hb･:fHz慧 ･S Iこ監 禁 4
7

わたって加べ畠･反蔭完了後水中に注ぎ油暦を分

～
蒸溜Vt附して8m甲,150-1550に放て目的物と考

Ei

言 急 告霊 bO芸警 芸慧悪霊悪霊霊 書芸至芸

確定的でたい.収量′2.5g ､

. 十瓢 ､書 *(, 放
しJI)ナジオンバイムシStephanitisムashiEsAkl
etTAm A ′/ l

画 2時 6月頃京大痕由 緒 の琴甲墾 於て探

痕したナシダンパイ･ム.,.を殖 て炎の様な要領で

,殺虫試験を施行した ･■即ち上述ゐ様な軍法で合威I

した各化合物の0･1%甲轡 液4ccを…去プ1,-
,ガン",壷用ひて約70<chの高さから20ポンドの蛮
力を以て舘の上に監Vlた虫体に噴霧した･その後

､ 垣ちに虫を取柑 LIて押 葉と共に淀紙を敷いた
鐙 106'mペ_トリ厄で飼育し梨の葉性祝祭毎に新鮮
なも,rjと取りかえた･この殺虫試験の結果k第T･

衣に示す枕である･

こ(膵 児に依最 1),3),4);は何れも有如 あ
′下 り.8),はこれ等rL佼るとも劣らぬ効力を持つ七居
ろ･それ以外の化合物は大体ラント亘 ルと変りーな.くこの氾淀では殆ど叉は全く殺虫効力が痛いも
′ のと考?られる

第1乗.

死 虫 故

1?車 brliol車 中hL一

12 ′ ｢
･′
イ

MH凹

三= F.-I--;:-I:

二車 藩

*化Q.触法に於けるRはベンゼン核を示す･
I(以下各表共同じ_) :

望)ダンゴムシ､ArIもadiLiidiu甲V,ulgarLcLATn･l
)

I-'･昭和22年7月頃著者等の自宅附iE-にめて抹袋し
たダ./ゴムシの中から大体虫齢の揃ったものを週
I.び出して次の琴な要領で殺虫試験を施行Lh:即
･､ち各 15とmの大由ペ十リ皿に酌 陀敷きその上に
各化合物の5%タルク粉剤を第1回は0.1g,第2
-固はO.2g頑り七筆で大体均†に妨げてこの上に
虫毎 をはや申 年して店鈴票の小雨 夷へ準･ヽ
こゐ殺旦試放ひ結果は第二未年示す療ごある･:～ ～
この結児た依るせ 1)のDDTが最も効カが木
≡-If::-I-;II≡?,:≡-ITIi.Ii;_I-_---_=:i=_二 三三三 :.==三
ID効力を示さず,甲つ竿 6)が割合に有効であっ
た.その他の化合物は前と同様この温度では殆ど
又は重く轡 か率いも墾 考-られる･＼ /∫

J第 2表,i
i
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8)コクjJウ Calllhdr･Tol･y,ZaeL･∫/
●昭和22年■7月から8月にかけて珠現したコクゾ
ウ転用ひて次の要領で殺虫試験を行った∴即ち筏

細 のベト.)血に各化合物の6･1%酒精搾液を第
/1回は1cc,第2回峠2cc,草刈りとわ一面厄ひろ

ヽ
･げこれを自然乾燥したのちこの血に′コ?ゾウ201匹′

;と約10粒の白米を入れて試験を行った: 佃この
･さい周壁及び天井に昇る革む防ぐために周望_rc少

竜のタルクを塗 り?けておいた･この殺虫就駿の

潜晃は第三表に示す株である.ヽ

この結果町依ると大体夷の様な事が云ぺる･即

ちDDTはゾウム.ti,の類に昧あま.り有効で払いと■

云ほれてvt'るが我々の試験に於てもI)i)T始めそ
の罰似止合如 攻撃麺 べ右Gammexaheに琴
べると他の虫の場合よりも効力の差が甚しい様に

葛-られる■･然し本系統甲に於で有効な合化物はl

やは抄1)'4),8),であり,8)は余り有効ではな′
い･その他ゐ化合物も釣伺枝殆ど又は全く然効で

ある･･ ･､､
箔3嚢

三･二i_I:÷_ 死ぬ駁(括弧内は剖死皮付虫政)24hEgLIShr打

三 言;ニ; 蒜及]二等iI3-苧-C1 去摩 (1).0 2(1)~0 2(1)(1)′.3 ,(T)串 等__嘉_1(1)(20)女と18)2(1.8)榊 S(1130',

■■■一ri江面j H や Oll卜.ICCl2-＼串 買.去･0(_8)<1(5)-1(7)1､(6)■3(5)2(5).1(チ)
ヂ芸誓l1一一一一0.1x10.1x2pS(6)(18))･.3(8)2(17)5(10)6(14)吉(lff))

4).ヒメマル丸ツヲプシム㌣Anihr占nusverbadi
L. /

ユ讐 冨芸三豊警 霊宝警芸 こ完 蒜 是 こ tt

めて得た幼虫を9月1日から使用した.その方法 ･
ノな径6C品の空目)皿に丁鹿はいる珠に毛布を円形

た切り更にこれを切申し一方の牛円にはその毛布'､

誼丑の!/100叱 和常する各化合物を合有す･号様なl

前桁詩法を,他の牛円には同じく7･5/109叱 軸 管 一

する各化合物を合有する酒精溶液を吸収させ自然 i

､､乾燥した後, これを筏6cmaf̂･t" 皿に入れそ

れに幼虫6甚宛入れて15日毎K'毛布の蝕昔状況及
び幼虫の脱皮死亡状況を祝察し革･攻に第二国に
革では便宜上2ケ月後 (最後の琴察時)に於ける

蝕等状況を示す･ ｢二･

〇 璃Yt蝕事を示す･ー
◎ 中鹿の蝕啓を示す.I

◎ 深い飯事を示す.

./′

l

il
13/ I
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仰括弧円の数字は死亡数を議す･(各駁察時に ~
於ける死虫は取出して新たに補充した′･) L/

との田から次の様な琴が考↑＼られる･即ち1)の .

'D'DTは全く蝕書なぐ又4)のI)I)Dに於ても蝕

酌 声さか ･･抗 禦 咋 蝕壷ありその外8),は

蝕啓が比校的に少ないがその他?化合轡の場合は

大鮎 ンたロ空 同声度の蝕幣 示し摘 ど叉'.I
は全く琴果がないものと考-られる･ 了 lJI

第7国 (各化合物琴左国は安臥 右田は基 ･
～ t 回i:示す)

｢
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了 IL: ･ ~.I ,7 11･

･__持 ､論

以上由穂顎の虫に放て行らた質験に依って化畢

胡造't#申カム即 に給餌 雨 p車 甲 計と

も息はれるが∵腺炎の様に解樺してよいのではなJ.一′
いかと考へる.即ちとの第四定の点鴇から上の化

･.合物は狙い硬虫力を有すると考-られ点線3:少下

′の化合痴 墜 学力が殆ど加 重く無いものと考-t

られる･.先づDDTのTrichloro.methylmethy･

乎ene.･基の三つの第一級墜素は二つ或ひは一つに･

挙ってもそ?効加 徐- 漉す如 絹由重 い適
一､虫力を持ってtJlる.然しとの盟素が全然なくなる

と効力を亦琴どなくなる技である. ･
･･､ ･ 一 ′

第 4.喪 .､ J

′ -
●■

a∈3-C-∈かa
Ctも ､ 一一

lヽ .

&･∈嶋田::,

･ノ 蜂 a','由 一7-camI'TI CJIJE .-.

a-⊂錯･⊂〉d
CII o

)～

b蓋.0.-.90忘P?叫や統 !/
l･､ l
l

I･如 中央の第三級⑧?存在極 虫平 石する点

k旺由 賂 酢 ありきれがなくなつ卒(?)04ヒ合物

又巧これが歴素に監換された(6)b化合物は投虫効

力が殆ど無くなも･

r

:,又ペンギン核について居る墜素についではこの /
餅 が央酢 車 代つ長雛 そ納 最 速- と1.＼
なるか又はやi低下する様であるが府可点り強力 .

･な効力転石する･それ埠tLきかえ^これか沃素に

伐つ甲 離 れるか又は除去され華甲 には如
効力を失ふ･

∴即ちとのDLI)T矧似の化畢構造壷持つ化合物に ノ

鹿 て相常強い殺虫力を有する,環には第四表毎申* A.

国に於てを附した元素だけは必要不可欠なもので ,

･あってこれ等のうち1つでも失ほれた場合拝は卓

の効力は激減するか又は査然失はれるとhtふ結論 :
. 忙透した･ ､1

佃今後更にこれ等の化合物特に有効な梁虫カを ▲

示す化合物に就ふて各稜の試験研究を繰返す主知 ′

に.こゐ系統に虚す声薪化合物を多数合成してその

; 効力を拭験して行く繋-車 や･ LLJ'

) ,.

/ / 文 革 . ,.
∫;1)P･.,I･昆uger,lilMare.inundP･Mdller:/

llelv.CIim･Actaソ′27,892(1944)A
12)0.ZeidLer:虫et;,T,1181(1874) .
3)LBaeyer:Ber･'5,1908(187軍)

4)Ⅹ1喝equndReil亘atnn:Ber･,
(1904)･l

-.

/

(､

ノ
ノ

rJ

0LO

L

4
.
-

ュ

●′

I37
/､

)

I/
l

/

＼■
(l I
l

ll
.I

4
･｢､

､l

. ●

(15i



t＼､ー

ー ′､＼

-ヽ /
′
防 虫 料 率 .欝 10 銃 l

~R丘8um 6

/

Recehtlymqnysynthetic.insecticidessuch asDDT, Gammexanc,ctc･,hvcbecnL - ＼/メ

dbi-;schO:dC'Ch霊acnr?.:vciddnccl:fnPi:tglt,tOhcPrca.Crti霊 tlT.SnCS-be?,lvl:C:nltyh｡ac:ccl:iScyaS.tC慧 tsutt霊 csaanrdC:'huc'.I ′

insecticidalacti寸ity･]Sowehavebegunaseriesofinvestigationsto)nducesomefund-
-･amentallawsbetw?en′thechemicalc-OもStitution･and'thc′ins占cticidal-activity Which./I I I

～ - 叫ghtshowustheldirectionofpurPurlng.nor?powerfulJSyntheticinsecticidelS･'ForthisJ ー＼′_ ■
Ipurposewcsynthesizeqsystematicallyhalogcp/atcdaromaticcompoJundsin-cludiDgI)DTtand

GammcxAnc,tcstedtheireffectivcncssagalnSt-SCVCraLinsectsand-discussedtherJcl'ation

･betweentheirchchiicarconstitutionand-ins6cticidaLacjivityJy /

'In,the,prcscnt-rcpdr.t･I)DT をndits-rclatcd 甲mPOun｡SCllsa.mple･in･all)were/ ヽ

synthcsizcd and.examined in,theirtoxi-ceffect.againstSt･eph8nitisnas早/E iAKI etI∵
ITAm A,Arznadillidium_vulgare一′LATR･Calandra-oryzacL･IandAn'thicnusvcrbaciI･･I.
LFrom theresultsobtained;wcmarlcon･cludc ノasfollows; - //

′/

二 ､ ･'fable l t / ′ ～

ヽ / ､- ＼
▲■
仏∈製-C-∈㌢cp}

ノ / CCe,'････
＼/ ～

I '&-∈乾田てみ～L(I

. ''-田蕊田 -チ:".

叫∋餌 一%,仔e};I-Cj-α/ ′･CI/Je.い ■■_lヽ
＼

㊨-････-91=
.＼

･一一一一一一一一▲▼一~■-
ceej:冒･∈)も ′ ′lCIh 4u

､ -a-cc"a-･'o･0.･甲 -fS･Dα一言0-g-･O･T･∴
r

～ r /

InTabJtcI'the-bompoud占above.thedotted､IineiarCeffectiveandthose,below･-iFare＼､

Almoscinlcffcctivc･∴ AsthenTmberofchlorineatoT等Oftr血 orphicthylmetbylcnuTradi･-

calofDDT ar.creducedone-byono･ the頻ecb cnムssdccrcasis_Erqdua117.aPd the
cop2P9undhavingLnOChlorineatom inthisradicalisncarlyhjn?ctivc･ IWhcn'thc､chlo･＼
rimeatomsofbcnzetlCrlngSOf､DDTaresllbstitutedwith,bromiIleatoms,thetoxicityis .Il

diminishedorbecom9SSdcQtivf,butifsilbstitutedwithiodine′ato甲SOrDydrogcnatoms,I＼ /
it,i$lost･ Whenthe_hydrogenatom combl'neldtothelccntr'alcarbonatom l･～SLremOVCd･-

or■Substitutedwithchlorineatom~theactivitydisappears･ Ⅰnshlort,the-rワund-signc(1
l

■
qtOmSOf､centralfigtlr,eareLeCeSSarytoLmaintain theinsecticidala･ctivityofDDT く/

･nalogs･ 1,. /

､ (Takeihboratory.CheznicLAIInstituteofEyototJDiver-sity･)

､＼1
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